
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
一
上
一

　
　
　
　
　
丹
波
馬
路
村
「
両
苗
郷
士
」
の
経
済
的
基
盤
と
村
方
支
配

岡
　
　
木

幸
　
　
雄

　
　
ぱ
　
し
　
が
　
き

一
　
馬
路
村
の
概
況

二
　
両
苗
郷
士
の
経
済
的
基
盤

○
い
　
村
内
に
お
げ
る
綴
済
的
地
位

ｃ
４
土
地
経
営
事
情

　
帥
　
両
苗
と
「
家
来
」

　
ゆ
　
土
地
経
営
事
情
一
斑
（
以
上
本
普
）

三
　
両
苗
郷
士
の
村
方
支
配
（
以
下
次
吾
）

　
○
い
　
行
政
形
態
（
両
番
、
小
番
）

　
側
　
村
方
支
配
の
実
態

四
　
両
苗
郷
士
と
明
治
維
新

　
ｏ
ｏ
　
倒
幕
逮
動
参
加
の
契
機

　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

側
　
明
治
維
新
に
お
け
る
両
苗
郷
士
の
役
割
と
そ
の
意
義

　
あ
　
と
　
が
む
き

は

し

が

き

　
「
郷
士
制
度
の
研
究
」
が
小
野
武
夫
氏
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ

て
以
来
、
こ
れ
に
つ
ぐ
大
系
的
著
書
は
今
目
な
お
こ
れ
を
み
な

い
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
著
は
近
世
に
お
げ
る
郷
士
を
制
度
的
、

か
つ
類
型
的
に
把
握
さ
れ
、
郷
士
な
る
も
の
の
一
般
的
性
格
を

意
味
づ
げ
ら
れ
た
点
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
価
値
は
失
わ
な
い

で
お
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
著
に
説
か
れ
て
い
る
近
世
郷
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
七
一
三
）
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性
格
把
握
の
仕
方
は
静
態
的
で
あ
っ
て
、
歴
史
の
発
展
の
な
か

に
お
げ
る
郷
士
の
性
格
、
そ
の
位
置
づ
げ
が
充
分
な
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な
反
省
の
な
か
か
ら
、
歴
史

の
発
展
過
程
に
お
げ
る
郷
士
の
性
格
、
そ
の
変
遷
を
考
察
し
、

彼
等
の
歴
史
に
お
け
る
役
割
を
論
ず
る
若
干
の
個
別
的
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

此
処
数
年
来
た
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
個
別

的
研
究
も
領
主
と
郷
士
と
の
関
係
、
そ
の
史
的
変
遷
を
主
と
し

て
論
じ
、
郷
土
研
究
の
他
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
彼
等
の
在
地

に
お
げ
る
対
一
般
農
民
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
、
彼
等
の
在
地

に
お
げ
る
経
済
的
基
盤
の
具
体
的
分
析
に
は
あ
ま
り
及
ん
で
い

な
い
弱
点
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ

で
は
旗
本
領
丹
波
国
馬
路
村
「
両
苗
郷
士
」
仲
問
の
在
地
に
お

げ
る
存
在
形
態
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。
も
と
よ
り
、
こ

の
特
殊
研
究
は
郷
士
の
在
地
に
お
げ
る
一
般
的
在
り
方
を
規
定

し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
こ
の
種
研
究
の

多
く
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
せ
ら
れ
る
、

　
と
こ
ろ
で
、
丹
波
国
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
七
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

在
秒
態
と
し
て
、
す
で
に
そ
の
一
部
を
報
告
し
た
が
、
こ
の
報

告
の
な
か
で
、
ま
ず
両
苗
（
人
見
・
中
川
）
一
族
は
郷
士
集
団
Ｈ

帯
刀
仲
間
を
結
成
し
、
種
々
な
規
約
の
設
定
と
、
そ
の
規
制
に

よ
っ
て
一
般
平
百
姓
へ
の
身
分
的
地
位
の
優
越
性
を
い
か
に
維

持
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
こ
こ
で
は
特
に
今
日
ま
で
あ

き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
旗
本
領
と
い
う
、
い
わ
ぱ
本
来

的
に
弱
少
で
あ
る
封
建
権
力
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
彼
等
両
苗

郷
士
の
い
わ
ゆ
る
対
領
主
関
係
が
極
め
て
特
異
汰
存
在
形
態
を

と
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
○

こ
で
は
そ
の
内
容
の
主
眼
が
、
両
苗
郷
士
の
集
団
、
仲
問
内
部

に
お
げ
る
諸
関
係
と
、
旗
本
杉
浦
氏
と
彼
等
両
苗
郷
士
と
の
関

係
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
が
「
地
頭
帯
刀
」

を
許
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
白
ら
「
郷
士
帯
刀
」
を
誇
り
え
た
そ

の
基
低
的
な
問
題
、
い
わ
ぱ
彼
等
の
よ
っ
て
立
つ
経
済
的
基
盤

は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
そ
の
具
体
的
様
相
、

ま
た
、
在
地
に
お
け
る
一
般
平
百
姓
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な

彩
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
の
か
な
ど
に
っ
い
て
は
触
れ
る
と



こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
本
稿
で
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
考
察
し
、
も
っ
て
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
を
よ

り
明
確
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点

の
考
察
に
加
え
て
最
後
に
両
曹
郷
士
の
明
治
維
新
に
お
げ
る
役

割
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　
註
０
Ｄ
　
例
え
ば
、
瀬
谷
義
彦
民
「
水
戸
藩
に
お
け
る
郷
士
制
度
の
史

　
　
的
考
察
」
（
茨
木
大
学
文
理
学
部
紀
要
第
一
号
、
昭
和
二
十
六
年
）

　
　
入
交
好
俺
氏
「
土
佐
藩
に
お
け
る
郷
土
制
度
の
成
立
と
変
質
過

　
　
程
」
（
「
封
建
制
と
資
本
制
」
所
収
、
昭
和
三
十
年
）
な
ど
参
照

　
閉
　
拙
稿
「
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
『
両
苗
郷
士
』
の
存
在
形
態
」

　
　
（
立
命
館
経
済
学
第
五
巻
第
五
暑
）
参
照

　
　
　
　
一
　
馬
路
村
の
概
況

　
丹
波
国
南
桑
田
郡
馬
路
村
（
現
在
、
京
都
府
亀
岡
市
馬
路
町
）
は
、

亀
山
（
亀
岡
）
の
北
方
約
一
里
大
堰
川
東
岸
に
接
続
せ
る
平
地
に

あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
地
方
に
は
奈
良
朝
時
代
の
地
方

政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
国
府
（
丹
波
国
船
井
郡
本
庄
村
大
字
屋
賀
）

が
存
在
し
、
ま
た
、
信
仰
の
燈
点
と
も
な
っ
て
い
た
一
ノ
宮

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

（
出
雲
神
杜
）
な
ら
び
に
国
分
僧
寺
が
、
南
桑
田
縣
千
歳
村
（
馬
路

村
の
隣
村
）
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
馬
路
村
も
は
や
く
か
ら
開

け
た
土
地
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
馬
路
村
の
徳
川
時
代
に
お
げ
る
所
領
関
係

は
、
元
和
元
年
（
ニ
ハ
一
五
）
八
月
よ
り
元
藤
一
一
年
（
ニ
ハ
九
八
）

五
月
ま
で
、
幕
府
直
領
と
し
て
代
々
幕
府
代
官
の
支
配
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
元
藤
一
一
年
よ
り
江
戸
旗
本
杉
浦
内
蔵
允

出
雲
守
の
知
行
地
と
な
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
七
月
久
美

浜
県
管
轄
と
な
る
ま
で
こ
の
杉
浦
氏
の
代
官
支
配
を
う
け
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
正
保
よ
り
元
藤
に
至
る
幕
府
代
官
支

配
時
代
の
貢
租
は
村
高
に
対
し
大
体
平
均
免
六
ツ
五
分
で
あ

り
、
こ
の
う
ち
寛
文
頃
で
は
免
七
ツ
四
分
の
過
酷
さ
を
み
せ
て

い
る
。
杉
浦
氏
知
行
地
時
代
に
お
げ
る
貢
租
は
、
い
ま
充
分
な

資
料
を
も
た
な
い
が
、
計
算
上
毛
付
高
の
八
、
九
割
に
及
ぶ
過

酷
な
貢
租
で
あ
っ
た
。

　
っ
ぎ
に
、
こ
の
村
の
村
高
（
土
地
）
構
成
に
っ
い
て
み
る
と
、

近
世
初
期
以
来
元
様
十
一
年
五
月
ま
で
は
、
村
高
一
、
五
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
七
一
五
）
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石
七
斗
三
升
（
此
反
別
、
一
一
一
町
三
反
九
畝
二
八
歩
二
厘
）
で
あ
っ

た
が
、
同
年
五
月
杉
浦
氏
知
行
地
と
な
っ
た
と
き
山
年
貢
九
石

六
斗
を
一
九
石
二
斗
に
増
高
し
て
、
村
高
に
編
入
さ
れ
村
高

一
・
五
二
〇
石
九
斗
三
升
と
な
り
明
治
に
お
よ
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
馬
路
村
の
村
高
を
「
村
明
細
帳
」
（
慶
応
四
年
）

に
よ
っ
て
具
体
的
に
み
れ
ば
第
一
表
の
ご
と
く
に
な
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
鴻
鬼
貯
瀦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鱗
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
鳩
螂
蔀
焦

鮒
　
　
　
　
蔵
携
叫
斑

畔
　
　
　
　
　
繍
鵬
鰐
搬

脇
一
　
　
　
　
肺
甥
闘
雛
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
成
高
此
反
及
蔵
錨

　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
作
村
ジ
及
高
御
欠
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
高
番
、
川
テ

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
　
考
除
苗
小
内
申
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
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Ｆ
Ｏ
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１

１
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１
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０
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１
１
１
１

８
一

８

９

０

８

２
３
６

１

１

３

’

，

１
１

｛

１
１
１
’

比１
＾
０
７
‘

４

１

２
ｏ
ｏ

６

ｕ

分８
３
８
一

Ｏ

８

ｎ
）
１
１
一

９

Ｏ

易

百１
２
４
一
９
一

’
０

’

１

反
一

１

’

』
１
，

－

数
鮒
・
・
〃
－
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

９
一

　
一
９

一
９

畑
一

４
。
一
７

ｏ
ｏ
９

一
３

１

２
一
１
　
１

１
０

０

’

Ｌ

２
・
７
５
．

．
一
・
４
一
８

１
・
一
”
Ｏ

６

止
一
１
・

■

Ｌ

実
４
９
５

９
，
１
９
１
一
８

（
■
一
〇
〇

７

一
７

■８
３
ｏ
ソ

１

９

一
１

」

１
２
４

一
，
　
，

１
■
　
　
，
，
　
　
　
　
－
　
　
■
一
　
－
　
一

１

山

Ｆ
〇
　
　
　
一

一
１
０

…

４
３
２
　
で

ｏ
Ｏ
”
Ｏ

…

盛
１
１
一
１
１
一
１
■
　
　
一
１
１
一

０
０

■

－

－

ｉ

■

　
　
　
１
　
　
　
　
　
’
畑
畑
計
高
辻

’

一
い
滅
ヂ

川

石

ヨ
　
，
■

地
■
無
一
総
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
七
一
六
）

表
に
お
い
て
は
備
考
欄
に
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
山
年
貢
高
一

九
石
二
斗
、
蔵
地
・
永
荒
・
川
欠
引
高
二
二
石
一
合
（
反
別
九

町
六
反
八
畝
二
四
歩
三
厘
）
を
除
い
た
数
値
を
村
高
お
よ
び
そ
の

面
積
と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
表
に
よ
っ
て

こ
の
村
の
土
地
構
成
を
み
れ
ぱ
、
田
地
が
全
体
の
九
〇
．
四
％

を
占
め
て
お
り
、
し
か
も
田
地
の
う
ち
に
下
田
が
田
畑
全
体
の

四
八
・
七
％
、
中
田
を
加
え
れ
ば
七
二
・
三
劣
と
な
っ
て
い
て

表
に
み
る
基
準
石
盛
の
み
か
ら
考
え
れ
ぱ
、
こ
の
村
に
お
け
る

土
地
そ
の
も
の
の
生
産
性
は
普
通
以
上
を
出
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
情
は
、
近
世
初
期
よ

り
変
っ
て
い
な
い
石
盛
に
も
と
づ
く
評
価
で
あ
っ
て
、
こ
の
村

の
実
際
の
反
当
収
量
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
見
完
治
家
の
計
算

例
を
も
っ
て
推
測
す
れ
ぼ
宝
歴
－
明
和
頃
、
平
均
二
石
前
後
程

度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
な
お
、
こ
の
村
に
は
山
林
二
二

九
町
八
反
五
畝
一
一
歩
が
あ
り
以
上
が
馬
路
村
の
主
た
る
経
済

的
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
、
一

　
さ
ら
に
、
っ
ぎ
に
こ
の
村
の
人
口
構
成
に
っ
い
み
て
お
こ

６



　
数

　
戸

　
呑

　
ｋ
　
７

　
持

　
高

表
び

二
及

第
口

　
人

　
村

　
路

　
馬

　
易

　
次

　
年 、

，
．
呑
女
．
蜷
蜘
畿
欝

持

１
　
　
■
５
６
８
８
５
２
１

女
３
６
１
９
２
０
１
９
１
８
２
０
２
０

口人
２
６
２
１
０
９
５
５
８
２
４
０
９
９

総
２
２
３
２
２
１
１
１
１
１
・
一
１
１
１
１
１
・
一
１
１
１

次
　
　
　
　
，
，
２
３
９
６
４
０
１

１

１

年
暦
永
永
明
政
政
化
宝
安
安
天
寛
寛
文
一

宝
安
安
天
寛
寛
茎

率
呑
ａ
３
”
肺
肺
“
〃
〃

　
ｋ
４
４
６
６
６
７
７

　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

持
〃
ｎ
”
Ｈ
阯
”
”
よ

比
一
高
５
５
３
３
３
２
２
　
に

数実
次年 呑

戸
７
３
３
７
５
５
書

　
４
５
１
３
２
１
２
１
２
０
２
０
２
０
文

水
－
　
　
　
　
　
蔵

持
戸
２
８
８
９
４
５
所

　
８
８
９
９
９
８
８
会

高
珊
－
　
　
　
治

計
戸
９
１
１
６
９
０
自

　
３
１
１
１
０
８
９
町

含
班
３
３
３
。
。
。
路

　
２
３
９
６
４
０
１
馬

　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
暦
永
永
明
政
政
化
謹

　
宝
安
安
天
寛
寛
文

う
。
こ
の
村
に
お
い
て
は
、
そ
の
人
口
凡
そ
二
一
〇
〇
乃
至
二

〇
〇
町
後
で
あ
っ
て
資
料
的
に
う
か
が
い
え
た
も
の
を
表
示
す

れ
ぱ
第
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
村
高
と
こ
の
村
人
口
か
ら
し

て
近
世
に
お
げ
る
こ
の
村
は
比
較
的
大
規
模
な
村
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
人
口
に
対
し
そ
の
戸
数

は
凡
そ
三
〇
〇
戸
前
後
で
あ
っ
て
、
二
戸
当
り
の
耕
作
地
面
稜

お
よ
び
そ
の
石
高
は
、
例
え
ぱ
最
高
の
戸
数
を
示
す
安
永
三
年

の
ぱ
あ
い
、
二
ロ
ノ
当
り
約
三
反
五
畝
、
約
四
石
七
斗
と
な
り

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

最
低
の
戸
数
を
示
す
寛
政
一
〇
年
の
ぱ
あ
い
、
二
戸
当
り
約
三

反
八
畝
、
約
五
石
二
斗
で
あ
っ
て
こ
の
村
の
平
均
耕
作
地
規
模

は
零
細
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
耕
作
地
規
模
は
平
均

で
あ
っ
て
こ
の
村
の
ニ
ロ
ダ
そ
れ
ぞ
れ
が
耕
作
す
る
規
模
の
実
態

を
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
民
の
耕
作

地
所
有
規
模
の
階
層
性
は
徳
川
中
期
以
降
幕
末
に
・
か
げ
て
次
第

に
深
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
う
し
た
い
わ

ぱ
農
民
の
階
層
分
化
の
一
斑
に
っ
い
て
は
後
表
に
・
お
い
て
も
う

か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
第
二
表
を
み
れ
ぱ
、
馬
路

村
に
お
け
る
農
民
の
階
層
分
化
が
中
期
以
降
著
し
く
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
暦
一
二
年
に
お
い

て
高
持
百
姓
五
三
・
七
劣
に
対
し
水
呑
百
姓
四
六
．
三
％
の
割

合
で
あ
り
、
安
永
三
年
で
は
少
し
く
高
持
の
増
加
と
水
呑
の
減

少
が
み
ら
れ
る
が
、
安
永
九
年
に
至
っ
て
は
一
口
同
持
三
一
．
五
に
、

対
し
水
呑
六
八
・
五
と
両
者
の
間
に
急
激
な
変
動
を
示
し
、
そ

の
後
は
著
し
い
変
動
を
み
せ
て
い
な
い
が
、
水
呑
に
や
や
増
加

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
村
に
お
い
て
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
七
一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
吾
）

期
以
降
著
し
い
農
民
の
階
層
分
化
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
農
民
の
階
層
分
化
の
具
体
的
契
機
は
何
に
あ

る
の
か
特
に
安
永
三
年
か
ら
安
永
九
年
の
僅
か
六
ケ
年
の
問
に

起
き
た
右
の
急
激
な
変
動
の
契
機
は
一
体
何
に
あ
っ
た
の
か
は

っ
ぎ
の
研
究
に
ま
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
な
お
、
馬
路
村
に
お
い

て
は
「
行
政
上
の
異
例
」
と
し
て
「
馬
路
村
に
於
て
の
み
！
大

番
、
中
番
、
小
番
の
別
称
を
為
し
、
村
高
を
氏
族
に
よ
り
て
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ち
各
様
に
負
担
を
為
し
来
れ
る
な
り
と
ぞ
」
と
あ
り
、
こ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
充
分
に
知
り
え
な
い
が
、
第
一
表
傭
考
に
も
示

し
て
お
い
た
よ
う
に
、
村
高
一
・
五
〇
一
石
七
斗
三
升
の
う
ち

一
・
三
二
二
石
八
斗
三
升
五
合
は
こ
れ
を
両
苗
高
（
一
般
的
に
は

両
番
高
と
い
い
、
こ
れ
は
大
番
、
中
番
を
合
わ
せ
た
呼
称
で
あ
る
）
残

り
一
八
七
石
八
斗
九
升
五
合
は
こ
れ
を
小
番
高
と
称
さ
れ
、
両

番
組
、
小
番
組
な
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
い
わ
ゆ
る
村
方
三
役
が

置
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
村
内
の
行
政
的
区
分
と
も
み
ら
る

べ
き
二
っ
の
組
の
存
在
に
っ
い
て
は
若
干
本
論
に
お
い
て
み
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

謹
（
３
）
　
「
南
桑
田
郡
誌
」
六
七
頁

一
〇
　
（
七
一
八
）

　
　
　
二
　
両
苗
郷
士
の
経
済
的
基
盤

　
仰
　
村
内
に
お
げ
る
経
済
的
地
位

　
馬
路
村
郷
士
人
見
・
中
川
の
両
苗
は
、
郷
士
集
団
Ｈ
帯
刀
仲

間
を
組
織
し
、
も
っ
て
彼
等
の
郷
村
に
お
げ
る
身
分
的
地
位
の

優
越
性
を
誇
示
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
郷
士
と
し
て
の
身
分
と
郷
村
平
百
姓
に
対
す
る
そ
の
誇
示
も

こ
の
地
に
お
げ
る
単
な
る
旧
族
と
し
て
の
格
と
か
身
分
の
み
で

は
、
そ
の
誇
示
を
郷
村
に
お
い
て
保
ち
う
る
も
の
で
は
な
い
。

両
荷
郷
士
が
郷
士
と
し
て
身
分
的
地
位
を
誇
示
し
得
た
の
は
彼

等
の
も
つ
経
済
的
基
盤
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
か
く
て
こ
こ

で
は
ま
ず
両
荷
郷
土
の
経
済
的
菓
盤
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
「
反
別
名
寄
帳
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

集
計
す
る
と
第
三
表
の
ご
と
く
に
な
る
廿
こ
の
表
は
両
番
高
の

み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
神
田
高
、
出
作
高
を
除
外
し
た
数
字
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高石数戸

訳内
他
高の

叱
店
■

高石苗両
高石総

訳内
他
数の

そ
戸

暫
数

両
戸数戸総

層階高石

石
・
　
・

●

５
２
７
３
３
３
２
８

９
４
９
３
７
０
９
９

３
０
３
３
２
３
４
６

０
〃
９
山
３
ｆ
４
８
８
一
７
…

６
３
６
６
７
７
０
９

１
３
１
４
６
４
１

１
３
４
６
６
８
１
８
６
０
０

２
３
２
３
９
２
５
２
７
７
０

９
３
３
９
９
６
９
７
３
４
８

石
４
３
４
石
乃
６
９
７
７
万
０

８
一
４
一
８
一
９
３
４
一
〇
一
－
一
〇
一
３
０
一

５
０
２
１
７
７
６
４
２

　
１
■
１
↓

１
３
４
１
８
５
４
１
９
２
８

２
３
２
３
３
２
８
０
７
６
９

９
３
３
３
０
０
２
０
６
９
４

石
４
１
３
４
ｆ
一
９
０
乃
２
５
一
３
一
８

８
一
４
８
一
６
６
０
一
７
９
一
８
一
４
９

５
０
２
３
０
９
０
０
６
１

　
１
・
一
１
１
　
　
　
１
■
一
　
　
１
１
一
１
－
一

１
３
２
８
１
５

２
６
１
６
６
２

１
ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ

１
６
９
０
１
９
６
２

　
　
１
■
１
１
一

１
３
５
２

９
１
８
６
５
２
４

　
１
１
２
３
２
６

上以石
５
０

　
　
　
　
　
　
　
下

刈
ヨ
４
刈
コ
↓
Ｈ
剛

３
０
２
０
１
５
１
０
７
５
３
１
０
０
・

３３９９

８
・

４２３６４４
■

５８５．６９３４
■

４３８１３３１１３６！６９
■計

％

刎
仙

蝸
“
舳

■
　
１
３
　
１
２

Ｆ
０
１
↓
１
１

％

０
５
４
４

７
２
５
２

　
１
１
一
１
■

舳”
”
”

”
“ｏ
℃

％
』
５
１
４
４
８
８
２
ユ
２
７
２

７
２
５
４
一
２
０
一
２
３
８
一
１
１

　
１
１
１
　
　
１
１
１
１
１
↓

％

帖
”

ｍ
“

７
３
２

７
一
３
一
８
・

　
１

一
６１３

％
５
万
５
５
ユ
５
ユ
石
６
１
０
つ

〇
一
１
２
０
一
３
４
５
５
４
３
１

％
５
万
６
．
１
０
６
１
６
２
１
３
１
９
１
２
６
．

〇
一
１
２
１
４
一
５
９
３
７
１
２

　
　
　
　
　
　
１
１
１
３

上以宿

　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
０
０
０
５
０
　
　
　
１
以

　
↓
４
４
４
一
イ
↓
４
加
５
石

５
０
３
０
２
０
１
５
１
０
７
５
３
１
０
０
・

８

９
．

２２

０
・

７

０
一

０１９
■

７６１
●

２偉

０
．

０１
計

一
７
頃
両
　
　
苗
な

成
石
化
“
　
　
両
で

作
４
文
鑑
　
　
一
う

　
６

り
　
２
　
　
～
　
記
　
　
　
　
で
、
　
そ

よ
約
暦
「
　
。
の
と

胤
珊
鵬
３
年
姑
姑
い

寄
作
苗
和
で
で
た
。

崎
出
両
昭
の
名
っ
る

易
　
方
　
の
　
び
　
も
　
４
２
　
あ
　
な

版
村
戸
及
た
は
で
に

高
他
６
３
譜
し
吐
刑
と

確
〃
ユ
嫌
舶
醜
辮
心

年
お
こ
苗
り
両
地
し

２
田
お
両
よ
の
（
て

和
神
な
」
）
年
分
し

明
り
。
川
名
３
身
在

、
よ
た
中
人
和
士
存

は
高
し
・
刀
明
郷
が

表
番
外
見
帯
て
て
と

の
両
除
人
士
し
っ
の

こ
し
は
「
郷
か
あ
も

　
但
斗
の
苗
し
で
い

謹

に
も
と
ず
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両

苗
の
経
済
的
基
盤
を
充
分
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
表
に
あ
ら
わ
れ
た
石
高
の
総
数
は
八
三
四
石
四

斗
余
で
あ
り
人
数
は
一
九
六
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
一
〇
石
以

上
の
高
の
所
持
者
は
二
〇
人
、
総
人
数
の
約
一
〇
％
に
す
ぎ
な

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

い
が
、
彼
等
の
所
持
石
高
は
総
高
の
約
五
二
％
に
及
ん
で
い
る

に
反
し
、
一
石
以
下
の
極
め
て
零
細
な
高
の
所
持
者
は
八
六
人

総
人
数
の
約
四
四
％
で
そ
の
高
は
総
高
小
う
ち
僅
か
約
三
％
で

あ
る
に
す
ぎ
ず
、
高
を
所
持
し
て
い
る
も
の
の
問
で
も
著
し
い

階
層
の
分
化
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
七
一
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
号
）

に
注
目
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
点
は
、
人
見
・
中
川
両
苗
の
者
が
六

三
人
数
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
っ
て
総
高
の
約
七
割
が
占

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
右
に
み
た
一
〇
石

以
上
の
層
二
〇
人
の
う
ち
両
苗
の
者
ニ
ハ
人
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
者
は
総
高
の
約
四
五
％
を
占
め
、
い
わ
ぱ
こ
の
村
の
上
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
七
二
〇
）

部
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
を
さ
ら
に

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
二
一
月
の
「
両
番
定
米
帳
」
に
よ
っ

て
な
が
め
て
み
よ
う
。
第
四
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
表
も
前
表
と
同
様
に
両
番
の
み
に
つ
い
て
、
出
作
の
分

を
除
く
神
田
、
本
郷
の
分
と
あ
る
も
の
を
集
計
し
て
作
成
せ
る

）高番両（成構層階の民農村路馬年十政文表四第

高米定数戸

訳 他
高

の
米

そ
定

内
定
高苗

両
米

高
－米定総

％
・
　
・

０２５７

９
・

３
●

５
１
５
６
１
４
８
３

６
１
８
２
６
１
５
９

６
３
８
３
９
５
６
０

９
５
６
６
２
４
９
名

８
一
４
一
９
一
１
６
４
一
３
６

１
３
４
２
９
６
１

９
６
４
８
８
４
４
１
７
４
９
１

８
４
５
９
４
５
５
５
１
０
２
７

８
１
０
３
８
８
０
４
５
６
５
０

石
８
１
　
１
２
５
石
４
石
３
１
８
　
一
３
９

７
一
４
一
４
８
一
７
７
３
１
５
一
〇
一
１
１

８
８
７
８
３
９
３
１
２
１

　
１
■
　
　
　
１
■

９
６
４
８
３
５
９
７
８
８
７
４

８
４
７
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計
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コ
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．
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０
５
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３
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０
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７引

９
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２

０
．

０１
皿

ト
一

争
口
一

１ 唖
年
を
苗
で
干

一
政

－
一
註

旦イ、

成作りよ」番両
、

帳米定亥
「月

‘
　
‘

二十年卜文

る
し
い

あ
出
て
　
。

と
抽
れ
る

５
２
し
さ
あ

数
合
算
が

戸
照
計
要

苗
と
は
必

両
前
数
む

お
名
の
込

な
の
苗
見

。
人
両
を

く
刀
い
増

除
帯
な
の

斗
両
人
若

６
る
刀
に

石
け
帯
数

４
お
　
、
苗

４２
に
て
両

約
政
つ
　
一

高
化
あ
で

作
　
一
で
の

出
は
数
い

し
の
た
な



　
　
　
　
（
註
）

も
の
で
あ
る
。

謹
　
こ
こ
に
定
米
帳
と
あ
る
の
は
、
百
姓
個
々
に
つ
い
て
の
該
年
度

　
に
お
け
る
貢
租
額
を
記
載
也
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
帳
は

　
毎
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
定
米
」
は
該

　
年
度
の
毛
付
高
に
対
す
る
取
米
に
、
そ
の
意
味
不
明
で
あ
る
が
、

　
「
外
打
」
あ
る
い
は
「
引
戻
」
な
ど
な
る
も
の
を
加
え
、
ま
た
「
大

　
豆
引
」
、
「
早
損
引
」
あ
る
い
は
「
山
役
神
田
夫
戻
」
な
ど
な
る
も

　
の
を
差
引
い
た
残
米
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
は
別
に
「
蔵
納
」
、

　
「
納
米
」
、
「
収
納
」
、
「
御
高
蔵
入
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
百
姓
個
々
に
つ
い
て
の
定
米
高
の
総
計
は
、
大
体
村
高

　
に
近
接
す
る
数
字
を
示
す
ば
あ
い
が
多
く
、
例
え
ば
、
文
政
十
年

　
に
お
い
て
は
村
高
約
一
、
五
二
〇
眉
に
対
し
、
定
米
高
約
一
、
三

　
四
六
石
と
な
っ
い
て
、
貢
租
の
過
酷
さ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し

　
こ
う
し
た
事
例
は
馬
路
村
の
み
に
お
い
て
で
は
な
く
、
例
え
ば
、

　
明
治
十
五
年
戸
長
農
事
報
告
と
し
て
で
あ
る
が
、
．
隣
町
河
原
尻
村

　
で
は
村
高
一
、
二
六
〇
の
石
に
対
し
貢
租
（
合
村
物
成
）
九
〇
〇
石

　
、
近
村
勝
林
島
村
で
は
村
高
新
田
合
し
て
六
二
〇
石
に
石
し
貢

　
租
（
合
村
物
成
）
六
四
〇
石
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
関
順
也

　
氏
「
近
世
地
主
の
経
営
」
経
済
論
叢
第
七
十
巻
、
第
四
号
　
参
照
）

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

　
さ
て
、
第
四
表
に
お
い
て
も
、
第
三
表
と
は
ぼ
同
様
な
形
を

と
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
総
定
米

高
一
、
一
〇
一
石
五
斗
余
の
う
ち
そ
の
六
九
％
余
が
、
一
〇
石
以

上
の
層
二
八
名
（
総
人
数
の
ニ
ハ
％
）
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り

こ
の
一
〇
石
以
上
の
上
層
部
に
あ
っ
て
、
特
に
両
苗
の
も
の
が

二
四
名
を
数
え
、
彼
等
が
占
め
る
定
米
高
は
総
定
米
高
の
う
ち

実
に
六
〇
・
六
劣
を
占
め
両
苗
の
も
の
全
部
で
も
っ
て
総
定
米

高
の
六
八
・
六
形
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
割
合
は
、
第
三
表
の

七
〇
％
と
ほ
ぽ
等
し
い
数
字
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
両
苗
と
い
っ

て
も
二
つ
の
表
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
苗
内
部
の
な
か
で

階
層
の
存
す
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
よ
う
。
一
応
五
石
を
境
界

に
し
て
第
三
表
を
み
れ
ぱ
、
両
苗
六
三
名
の
う
ち
五
石
以
上
は

四
九
劣
、
五
石
以
下
は
五
一
劣
で
あ
り
、
第
四
表
に
お
い
て
は

両
苗
五
二
名
の
う
ち
前
老
五
八
％
、
後
者
四
二
劣
と
な
る
。
こ

う
し
た
両
苗
の
階
層
の
存
在
は
分
家
株
、
次
男
株
へ
の
譲
渡
あ

る
い
は
経
済
的
困
難
に
よ
る
両
苗
内
部
で
の
売
買
譲
渡
な
い
し

一
般
百
姓
と
の
問
に
お
げ
る
売
買
譲
渡
等
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
七
二
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
号
）

て
、
他
の
階
暦
分
化
の
事
情
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
両
苗
の
零
細
な
暦
も
、
両
苗
全
体
の
組
織
の

な
か
に
支
え
ら
れ
、
村
方
に
お
げ
る
両
苗
と
し
て
の
身
分
的
優

越
性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

て
、
何
は
と
も
あ
れ
、
以
上
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
ご

と
く
、
両
苗
は
馬
路
村
両
番
高
（
神
田
、
出
作
を
除
く
）
の
な
か
で

七
〇
％
に
及
ぶ
高
の
占
有
を
行
い
、
し
か
も
一
〇
石
以
上
の
い

わ
ぱ
上
暦
部
の
人
数
の
う
ち
、
八
○
％
が
彼
等
の
占
め
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
全
体
的
に
み
た
両
苗
の
馬
路
村
に
お
げ

る
経
済
的
地
位
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
の
　
両
苗
の
土
地
経
営
事
情

　
馬
路
村
両
苗
の
村
内
に
お
げ
る
経
済
的
地
位
は
、
以
上
に
よ

っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
っ
ぎ
に
こ
う
し
た
両

蒔
の
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
せ
る
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営
事
情

を
う
か
が
い
、
両
酋
の
経
済
的
基
盤
の
構
造
を
具
体
的
に
あ
き

ら
か
な
ら
し
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
七
二
二
）

　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
京
都
東
町
奉
行
に
差
出
し
た

「
御
尋
差
縫
返
答
手
続
書
」
の
「
ケ
条
返
答
覚
」
の
な
か
の
一

駒
と
し
て
「
郷
士
身
分
二
付
、
田
地
畠
家
来
之
者
二
支
配
為
致

来
リ
候
処
、
取
立
巖
敷
追
々
難
渋
仕
、
家
来
任
二
も
難
相
成
」

云
々
の
文
書
を
ま
ず
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
両
苗
は
郷
士
身
分
な
る

が
故
田
畑
は
家
来
の
者
に
支
配
さ
せ
て
き
た
と
い
う
、
こ
こ
で

の
「
家
来
」
と
は
一
体
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
家
来

に
田
畑
を
「
支
配
為
致
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
両
苗
の
土
地
経
営
事
情
が
何
時

の
時
代
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
げ
だ
し
、
こ
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
当
面
の
問
題
と
し
て
提
起
さ

れ
た
両
淋
の
土
地
経
営
事
情
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
点
を
傍
証
し
う
る

に
足
る
充
分
な
資
料
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
こ
こ
で
は
主
に
宝
暦

ｉ
安
永
、
文
化
－
文
政
頃
の
若
干
の
資
料
に
よ
っ
て
う
か
が
い



う
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
こ
に
い
う
「
家

来
」
な
る
も
の
に
。
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　
↑
Ｄ
　
両
苗
と
「
家
来
」

　
明
和
－
安
永
間
に
お
げ
る
両
苗
と
小
百
姓
と
の
問
で
争
わ
れ

た
神
事
能
、
弓
的
紛
争
一
件
の
文
書
の
な
か
に
「
私
共
村
方
ハ

百
姓
二
次
第
不
同
御
座
侯
、
人
見
中
川
両
家
之
者
郷
士
と
申
候
、

此
度
相
手
方
之
者
小
百
姓
と
申
侯
、
中
問
小
百
姓
八
十
三
家
有

．
之
候
、
水
呑
小
百
姓
是
者
惣
百
姓
打
込
小
者
と
呼
申
候
、
右
之

通
四
等
有
之
、
其
次
第
古
来
〆
仕
来
旧
規
等
御
座
候
」
と
あ
っ

て
、
馬
路
村
に
お
い
て
は
、
人
見
・
中
川
両
苗
郷
士
、
小
百
姓
、

中
間
小
百
姓
、
水
呑
小
者
と
い
う
四
つ
の
階
暦
が
あ
る
と
さ
れ

　
　
（
５
）

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
面
の
間
題
に
直
接
関
係
を
も
つ
も
の

は
こ
の
四
の
階
層
の
う
ち
一
番
に
位
す
る
「
両
苗
郷
士
」
と
三

番
に
位
す
る
「
中
問
小
百
姓
八
士
二
家
」
で
あ
る
。
実
は
こ
の

「
中
問
小
百
姓
八
十
三
家
」
と
あ
る
の
が
両
苗
郷
士
の
「
家
来
」

に
当
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
左
の
文
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

五
年
（
一
八
二
二
）
の
文
書
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

　
　
両
名
家
来
筋
相
手
二
相
成
候
者
名
前

中
川
藤
左
衛
門

家
来
筋
之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脱
カ

　
　
虎
右
衛
門
「
虎
右
衛
門
、
半
兵
衛
義
ハ
家
来
筋
之
（
者
）
二
御
座

　
〃
　
半
兵
衛
侯
而
、
半
兵
衛
義
ハ
年
貢
二
差
つ
ま
り
家
差
出
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヤ
マ
）

　
　
　
　
　
　
侯
二
付
薩
左
衛
門
買
戻
シ
無
惜
賃
二
貸
置
申
候
、

　
　
　
　
　
　
虎
右
衛
門
義
ハ
店
屋
敷
無
年
貢
二
而
数
代
之
間
貸

　
　
　
　
　
　
置
申
侯
、
ロ
ハ
今
二
い
た
り
同
様
二
御
座
侯
」

出

富万

入
助
「
富
助
義
虎
右
衛
門
兄
二
而
別
家
仕
居
候
者
二
御
座

　
　
侯
」

助
「
万
助
義
家
来
筋
之
者
二
御
座
候
へ
共
九
ケ
年
以
前

　
　
暇
遺
シ
申
候
」

人
見
団
六

　
家
来
筋
之
者

　
　
叉
兵
衛

　
　
〃
小
助
「
小
助
義
ハ
団
六
父
団
三
郎
代
二
暇
遣
シ
申
候
」

　
　
〃
本
助
「
本
助
義
小
助
同
様
二
御
座
候
」

　
中
略
（
こ
の
外
両
名
八
名
、
そ
の
家
来
筋
二
一
名
、
出
入
一
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
七
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
吾
）

　
　
　
　
　
記
載
あ
り
）

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
右
之
者
ハ
伸
間
八
十
三
人
之
内
両
名
家
来
筋
出
入
之
者
二
御
座
侯
、

　
此
外
二
当
時
随
身
仕
古
来
之
通
相
守
申
居
侯
者
共
之
内
、
亦
者
八
十

　
三
人
之
外
二
者
数
多
御
座
侯
得
共
相
認
不
申
、
此
度
私
共
相
手
取
侯

　
分
斗
相
認
奉
差
上
侯
　
以
上

　
　
　
丈
政
五
年
午
八
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
州
桑
田
郡
馬
。
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
冨
右
衛
門

　
右
文
書
の
表
題
が
示
す
「
此
度
私
共
相
手
取
候
」
と
い
う
そ

の
事
件
の
内
容
に
関
し
て
は
、
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、

こ
の
文
書
に
よ
っ
て
「
中
間
小
百
姓
八
十
三
家
」
（
註
　
以
下
、

こ
れ
を
「
中
間
」
と
略
称
す
る
）
が
両
苗
の
「
家
来
」
な
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
っ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
な

「
中
間
」
１
１
「
家
来
」
な
る
も
の
は
、
資
料
的
に
は
慶
長
二
一
年

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
「
御
両
門

衆
江
中
上
候
忠
節
」
（
慶
長
十
二
年
末
六
月
十
七
日
）
な
る
文
書
の

一
駒
に
「
両
門
附
之
中
間
」
と
い
う
記
事
を
み
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
（
７
）

て
肯
げ
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
「
中
問
」
１
１
「
家
来
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
七
二
四
）

も
の
は
「
土
根
組
」
と
も
別
に
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
文

化
二
二
年
（
一
八
ニ
ハ
）
の
左
の
文
書
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
で
あ

る
。　

　
　
差
上
申
一
札
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

　
一
　
此
度
導
養
寺
御
修
覆
被
成
候
二
付
、
伸
間
八
十
三
人
之
内
、
八

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
　
人
之
者
申
合
、
御
拝
柱
に
往
古
土
根
組
八
十
三
人
立
之
と
申
文
字

　
　
新
規
二
彫
付
候
義
、
人
見
中
川
御
両
名
〆
御
地
頭
様
江
被
成
屈
ケ

　
　
候
二
付
、
御
吟
味
之
上
物
エ
ミ
相
違
無
之
旨
蒙
獅
答
メ
奉
恐
入
候

　
　
依
之
、
悔
先
非
ヲ
御
願
下
ケ
被
成
下
候
様
御
両
名
へ
御
頼
申
侯
二

　
　
付
、
御
願
下
ケ
被
成
下
難
有
奉
存
候

　
右
八
人
之
外
名
前
之
者
、
此
度
之
一
件
不
相
拘
旨
獅
属
不
申
上

候
二
付
、
同
様
物
エ
ミ
仕
候
義
ト
思
召
候
段
御
尤
二
奉
存
侯
、
然

上
ハ
私
共
方
茂
御
願
下
ケ
之
儀
同
様
御
両
名
へ
御
頼
申
候
処
御
聞

訳
之
上
下
済
被
成
下
候
段
恭
姦
存
候
ノ
尤
私
共
莫
大
之
不
調
法
二

付
、
正
月
九
目
於
導
養
寺
二
例
年
酒
盛
之
義
、
御
差
留
メ
茂
可
有

御
座
候
処
、
前
々
之
通
被
仰
付
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ハ
以
後
之
処
、
古
来
之
通
御
両
名
之
思
召
二
少
も
不
背
相
随
イ
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

何
事
二
よ
ら
す
出
情
仕
候
而
、
永
々
御
随
身
可
仕
候
、
為
後
目
価

而
如
件



丈
化
十
三
子
閨
八
貝

八
人
之
者

一
統
之
者

八
百
吉
ゆ

太
兵
衛
＠

仙
次
郎
＠

定
　
吉
＠

藤
内
ゆ

菊
次
郎
ゆ

亀
蔵
ゆ

栄
　
吉
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
兵
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
四
二
名
印
略
す
）

前
書
之
通
永
六
年
寄
共
汐
為
致
違
背
間
敷
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
五
名
印
略
す
）

私
共
義
惣
代
と
し
て
済
方
御
願
申
候
処
、
御
聞
訳
被
成
内
済
被
成
下

　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

添
泰
存
侯
、
已
来
六
人
同
様
為
致
違
背
間
敷
侯

以
上

直
　
　
七
＠

善
　
　
助
＠

　
　
人
睨
両
名
中
様

　
　
中
刀

　
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
「
中
問
小
百
姓
八
士
二
家
」
は
「
土
根

組
八
十
三
人
仲
問
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
こ
う
し
た
「
中
問
」
１
１
「
土
根
組
」
Ｈ

「
家
来
」
な
る
も
の
が
、
い
か
な
る
由
縁
に
よ
っ
て
、
両
苗
の

下
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
の
事

庸
は
必
ず
し
も
明
白
と
は
な
し
え
な
い
が
、
た
だ
文
政
三
年
十

月
「
馬
路
村
土
根
組
中
」
の
名
を
も
っ
て
代
官
所
に
宛
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

「
乍
恐
奉
願
上
口
上
書
覚
」
の
な
か
に
、
「
元
来
、
私
共
儀
者
、

、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、

馬
路
村
草
分
百
姓
二
相
違
無
之
」
云
々
の
一
節
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
文
書
よ
り
推
察
す
れ
ぱ
、
両
苗
が
い
う
と
こ

ろ
の
「
家
来
」
な
る
も
の
は
、
彼
等
一
族
が
そ
れ
そ
れ
土
斎
し

た
と
考
え
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
一
人
見
氏
一
、
室
町
時
代
一
中
川
氏
）
の

そ
の
後
、
し
か
し
、
そ
れ
は
少
く
と
も
慶
長
二
一
年
以
前
に
。
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
七
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
号
）

い
て
、
馬
路
の
草
分
百
姓
を
支
配
隷
属
せ
し
め
る
に
至
っ
た
と

い
う
事
情
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
土
根
組
の
土

根
と
は
草
分
百
姓
の
草
分
の
意
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
両
苗
の
「
家
来
」
な
る
も
の
が
、
こ
の
よ
う
に

馬
路
村
草
分
百
姓
の
隷
属
支
配
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
う
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
推
察
と
併
わ
せ

別
に
両
苗
の
土
着
時
引
卒
し
て
来
た
一
族
浪
党
の
い
わ
ゆ
る

「
家
来
」
の
後
身
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
汰
く
は
な
い
で
あ
ろ

一
９
～う

　
以
上
「
中
問
」
、
「
家
来
」
、
「
両
門
附
之
仲
問
」
、
「
土
根
組
」

な
ど
の
関
係
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
同
義
異
語
の
名

称
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぽ
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
が
、
両
苗
よ
り

「
家
来
」
と
称
さ
れ
て
い
た
彼
等
は
、
恐
ら
く
両
荷
に
対
し
て

「
永
々
随
身
」
を
誓
う
隷
属
的
な
下
人
で
あ
り
、
両
苗
に
そ
れ

ぞ
れ
所
属
さ
れ
、
両
苗
の
所
持
せ
る
田
畑
え
の
隷
属
的
な
生
産

者
、
下
人
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
さ
き
の
「
家
来
二
支
配
為
致
」
と
は
、
こ
の
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
七
二
六
）

属
的
な
下
人
に
よ
る
田
畑
の
直
接
耕
作
と
い
う
体
の
謂
で
あ
っ

て
、
両
苗
は
こ
う
し
た
隷
属
的
な
生
産
者
、
下
人
の
労
働
力
の

基
礎
の
上
に
地
主
手
作
的
な
土
地
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
隷
属
的
下
人
ｕ
「
家
来
」

に
よ
る
両
苗
の
土
地
経
営
事
情
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
一
体
い
か
な
る
時
代
ま
で

そ
う
で
あ
っ
た
の
か
こ
う
し
た
点
を
っ
ぎ
に
み
な
げ
れ
ぱ
な
ら

な
い
。

　
何
　
両
苗
の
土
地
経
営
事
情
一
斑

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
、
右
に
間
う
間
題
の
、
そ
の
要
求
に

応
え
う
る
充
分
な
資
料
は
存
し
な
い
。
し
か
も
、
両
苗
の
土
地

経
営
事
情
の
全
般
に
つ
い
て
み
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ

る
が
、
こ
の
点
、
た
だ
こ
こ
で
は
両
苗
の
一
人
人
見
完
治
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
に
よ
っ
て
推
察
を
与
え
た
い
。

註
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
人
見
完
治
は
、
杉
浦
兎
の
地
方
支
配
役

（
代
官
）
人
見
団
右
衛
門
（
宝
暦
一
二
年
死
）
の
養
子
で
あ
り
、
彼
も
延

享
元
年
六
月
父
団
右
衛
門
の
役
儀
見
習
と
し
て
五
人
扶
持
、
同
三
年



　
三
月
家
督
相
続
、
御
給
人
格
、
拾
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
る
地
頭

　
家
来
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
両
苗
の
多
く
と
は
異
な
る
条
件
に
お
か
れ

　
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
（
天
保
十
一
年
二
月
「
先
祖
房

　
名
前
其
の
外
取
調
書
」
）
さ
ら
に
は
、
完
治
家
の
土
地
経
営
上
に
お
い

　
て
、
彼
の
個
別
的
理
由
に
よ
る
何
ら
か
の
変
動
事
情
の
存
在
も
予
想

　
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
変
化
の
事
情
は
何
箏
か
の
意
味
に
お
い

　
て
両
苗
の
多
く
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
は
当
時
の
杜

　
会
経
済
的
な
一
般
的
趨
勢
の
反
映
と
し
て
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
で

　
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
人
見
家
に
は
、
右
完
治
の
記
録
に
か
か

る
多
数
の
文
書
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
直
接
関
係
を
も
つ

文
書
と
し
て
は
、
宝
暦
－
安
永
問
に
お
げ
る
「
祝
寿
南
山
中
」

「
天
福
皆
来
中
」
、
「
量
入
為
出
」
、
「
萬
皆
円
満
中
」
な
ど
の
表

題
を
附
し
た
記
録
（
私
製
本
に
さ
れ
、
完
治
蔵
書
と
あ
る
）
を
挙
げ

う
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
以
前
に
遡
り
う
る
記
録
は
殆
ど
存

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
述
べ
よ
う
と
す
る
彼
の
土
地
経

営
事
情
の
考
察
１
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
労

働
過
程
、
婁
言
す
れ
ぱ
、
両
苗
の
「
家
来
」
１
１
下
人
の
存
在
と

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

彼
等
の
労
働
に
基
づ
く
地
主
手
作
経
営
の
こ
こ
に
お
げ
る
時
代

的
位
置
づ
げ
と
い
う
視
角
－
も
自
か
ら
大
き
な
制
約
を
受
げ
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
資
料
的
制
約
の
な
か
か
ら

で
も
、
右
の
間
題
意
識
に
何
等
か
の
示
唆
を
以
下
に
お
い
て
得

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
五
表
は
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
お
げ
る
人
見
完
治
家

の
年
度
収
支
計
算
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
年
度

に
お
げ
る
完
治
家
の
総
収
入
は
一
五
二
石
六
斗
九
合
三
勺
（
こ

の
内
訳
、
馬
路
村
に
お
げ
る
「
完
治
持
田
地
作
敷
勘
定
二
二
石
八
合

六
勺
「
出
雲
村
田
地
勘
定
」
二
石
九
斗
五
升
、
但
し
こ
の
外
、
買
米
七

石
五
斗
三
升
七
勺
、
「
河
原
尻
村
出
作
勘
定
」
　
一
石
六
斗
五
升
、
地
頭

杉
浦
兎
か
ら
の
「
扶
持
米
」
一
九
石
四
斗
七
升
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
総
支
出
は
八
九
石
九
斗
二
升
四
合
六
勺
（
こ
の
内
訳
、
馬
路
村

持
田
地
に
対
す
る
貢
租
、
諾
掛
（
村
入
用
も
合
む
）
六
〇
肩
五
斗
六
升
二

合
五
勺
、
出
雲
村
・
河
原
尻
村
貢
租
・
諾
掛
含
計
二
肩
四
斗
四
升
六
合
、
完

治
家
の
一
年
間
に
お
け
る
飯
米
・
払
米
合
計
二
六
石
九
斗
一
升
六
合
一

勺
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
差
引
残
額
六
二
石
七
斗
八
升
四
合
七
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
七
二
七
）
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巻
・
第
五
号
）

＊

勺
６
仰
Ｏ

＊

３
５
０
１
■
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
■

６

７

０
７

合８
・
０
・
０
・

９
一

２
＾
ｏ
＾
ｏ
４
一

４
一

０
４
．

升

０
３
７

０

６
４
１

２

８

９
９

斗
０
１
４

６

５
４
９

９

７

７
８

石
１
・
２
・
９
・

２
一

Ｏ
．
２
一
６
・

９２
一

４
一
７
一

２
１
１

５

６
　
　
　
２

８

６
４
１

１

１

定勘

米

定
作

掛

勘
出
米

誇

１
弓

米
米

敷
村

租

作
尻

貢

鵠
計

掛
蹴
孝

持
一
持

諾
原
米

治
地

租
河

完
田

貢
一

差売
余

村
村

村
村

入
路
雲

出
路
雲

収
馬
出
扶

支
馬
出
飯

総

総

の
う
ち
、
四
四
石
七
斗
九
升
は
こ
れ
を
販
売
、

升
四
合
七
勺
が
「
余
米
」
と
し
て
手
許
に
残
さ
れ
て
い
る
。

の
年
度
収
支
計
算
表
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
完
治
家
の
土
地

経
営
規
模
の
概
略
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
彼
の
土
地
経
営
規
模
、
就
中
、
馬
路
村
に
お
け
る

「
完
治
持
田
地
作
敷
勘
定
」
の
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的

　
７
て

　
升
に
１

　
３
銀

成
斗
代

作
５
を

り
石
り

よ
７
残
。

録
米
米
す

記
買
租
傲

収
の
貢
看

所
で
村
と

」
村
尻
米

中
雲
原
売

山
出
河
を

南
上
一
れ

寿
宜
は
こ

祝
便
・
で

「
の
・
の

年
算
。
る

五
計
む
い

暦
　
一
合
て

宝
は
を
け

　
・
勺
受

註
　
一
七
石
八
斗
九

　
　
　
　
　
　
こ

一
二
〇
　
（
七
二
八
）

に
み
よ
う
。

　
右
の
表
と
同
じ
年
度
の
宝
暦
五
年
「
田
地
名
鑑
」
に
よ
れ
ぱ

完
治
家
で
は
上
田
一
町
九
反
五
畝
歩
、
こ
の
下
作
米
四
四
石
九

斗
四
升
六
合
、
中
田
一
町
一
反
歩
、
こ
の
下
作
米
二
四
石
六
斗

二
升
、
下
田
二
町
九
反
五
畝
歩
、
こ
の
下
作
米
六
四
石
八
斗
四

合
四
勺
、
上
中
下
田
合
計
六
町
歩
、
こ
の
下
作
米
合
計
二
二
四

石
三
斗
七
升
四
勺
の
田
地
を
所
有
し
、
な
お
こ
の
外
に
村
内
の

神
田
、
小
番
高
、
伊
勢
講
田
な
ど
下
作
米
一
〇
石
八
斗
四
升
、

隣
村
で
あ
る
河
原
尻
村
で
は
下
田
一
反
、
下
作
米
二
石
、
出
雲

村
で
は
田
・
籔
、
下
作
米
三
石
五
斗
四
升
、
池
尻
村
で
は
上
田

一
反
、
下
作
米
二
石
八
斗
一
升
二
合
五
勺
を
所
有
し
て
い
た
。

第
五
表
の
年
度
収
支
計
算
表
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
を
基

礎
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
う
し

た
六
町
余
に
及
ぶ
彼
の
土
地
経
営
は
、
ど
の
よ
う
な
彩
態
に
お

い
て
営
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
完
治
家
の

馬
路
村
持
田
地
の
み
に
っ
い
て
、
こ
う
し
た
点
を
っ
ぎ
に
み
よ

う
。



　
い
ま
同
一
年
度
の
資
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
し
か
し
、
宝
暦

五
年
の
翌
年
「
完
治
持
田
地
勘
定
」
の
な
か
に
「
三
拾
弐
石
五

斗
、
手
作
米
引
」
な
る
記
載
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
年

の
完
治
家
の
所
有
田
地
面
積
は
前
年
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
「
米
納
百
弐
拾
弐
石
五
斗
九
升
一
合
九
勺
」
と
な
っ
て
い

（
１
０
）

る
、
こ
の
米
納
は
右
の
手
作
米
と
下
作
人
当
テ
米
（
小
作
米
）
と

の
合
計
で
あ
っ
て
、
こ
の
年
の
手
作
米
、
小
作
米
収
量
の
比
率

は
前
者
二
四
％
、
後
者
七
六
％
と
な
る
。
こ
の
比
率
か
ら
手
作

地
、
小
作
地
の
所
有
総
面
積
に
お
げ
る
比
率
の
推
測
を
も
つ
こ

と
は
で
き
て
も
、
現
実
の
手
・
小
作
地
面
積
の
比
率
と
は
な
り

得
な
い
。
し
か
し
て
、
幸
い
に
こ
の
年
の
紙
片
の
「
覚
」
に
「
内

作
之
覚
、
田
数
合
壱
町
四
反
五
畝
歩
」
と
あ
る
の
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
か
く
て
、
わ
れ
わ
れ
は
宝
暦
六
年
に
お
げ
る
完
治

家
の
土
地
経
営
が
手
作
約
二
四
％
、
小
作
約
七
六
劣
と
い
う
比

率
に
お
い
て
営
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
す
で
に

か
な
り
の
広
汎
な
小
作
関
係
の
成
立
、
従
っ
て
ま
た
地
主
手
作

経
営
の
縮
少
、
そ
の
解
体
過
程
に
置
か
れ
て
い
た
点
を
み
る

　
　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
宝
暦
六
年
よ
り
五
年

前
の
寛
延
四
年
（
宝
歴
元
）
一
、
未
年
手
作
之
覚
」
に
ー
「
田
数
合
弐

町
壱
反
半
」
と
あ
り
、
手
作
地
自
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の

五
年
問
に
お
い
て
も
完
治
家
の
手
作
地
は
か
な
り
の
縮
少
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
主
手
作
経
営
の
縮
少
解

体
化
、
従
っ
て
ま
た
小
作
関
係
の
成
立
過
程
は
、
こ
の
地
方
に

お
げ
る
徳
川
中
期
以
降
の
一
般
的
現
象
と
し
て
考
え
ら
れ
、
こ

う
し
た
事
情
発
生
の
原
因
と
し
て
は
、
馬
路
村
の
近
村
勝
林
島

村
の
例
に
お
い
て
、
関
順
也
氏
が
す
で
に
あ
き
ら
か
に
せ
る
と

　
　
　
　
（
註
）

こ
ろ
で
あ
る
。

　
註
　
関
氏
は
大
地
主
経
営
の
消
滅
と
地
主
小
作
関
係
の
成
立
し
て
行

　
く
原
因
と
し
て
、
Ｏ
「
御
館
」
に
隷
属
せ
る
門
家
の
小
百
姓
え
の
独

　
立
、
◎
下
人
奉
公
の
滅
少
と
そ
の
賃
銀
騰
貴
、
　
藩
租
の
重
圧
、
＠

　
新
田
開
発
に
よ
る
飼
草
肥
草
の
不
足
な
ど
を
挙
げ
、
他
方
○
門
家
石

　
姓
の
独
立
定
着
、
＠
農
民
の
都
市
流
入
の
制
限
、
　
貧
農
の
余
剰
労

　
働
力
の
投
入
場
で
あ
っ
た
新
田
開
発
の
限
界
な
ど
の
条
件
が
「
大
土

　
地
所
有
者
の
作
地
を
更
に
劣
悪
な
条
件
に
廿
ん
じ
て
も
下
作
せ
ん
と

　
す
る
小
作
農
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
」
こ
の
よ
う
な
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
七
二
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
号
）

傾
向
の
な
か
に
「
大
土
地
所
有
者
は
家
族
労
働
叉
は
一
、
二
名
の
年

季
奉
公
人
に
よ
っ
て
経
営
し
う
る
程
の
地
だ
け
残
し
て
、
他
は
全
部

小
作
地
と
し
て
解
放
す
る
こ
と
が
有
利
に
な
る
。
」
「
か
く
て
大
経
営

は
消
滅
し
て
地
主
小
作
関
係
に
よ
る
零
細
経
営
が
主
流
を
な
す
の
が

徳
川
中
期
以
後
の
問
題
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
「
近
世
前
期
に

を
け
る
大
堰
川
筋
農
村
の
構
造
」
丹
波
史
談
、
記
念
特
韓
号
、
昭
和

二
五
年
一
二
月
）
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
主
手
作
経
営
の
解
体

地
主
小
作
関
係
の
成
立
え
の
原
因
は
、
馬
路
村
に
お
い
て
も
ま
た
ほ

ぽ
同
様
に
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
隷
属
的
下
人
の
独
立
に
関
し
て

は
本
文
に
述
べ
る
も
、
そ
の
他
の
誇
原
因
の
多
く
は
、
以
下
に
掲
げ

る
資
料
に
よ
っ
て
凡
そ
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

○
こ
れ
は
奉
公
人
減
少
と
高
持
の
耕
作
困
難
、
京
都
、
他
領
奉
公
人

の
制
限
引
戻
し
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

　
　
乍
恐
奉
差
上
候
口
上
書

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

一
　
当
村
男
女
奉
公
人
数
少
候
而
、
高
持
百
姓
作
業
難
相
勤
難
渋
仕

　
候
、
然
レ
共
水
呑
百
姓
分
之
者
男
女
子
共
京
都
井
御
他
領
江
奉
公

　
抹
二
罷
出
候
者
御
座
候
、
依
之
当
夏
よ
り
人
見
七
郎
右
衛
門
殿
御

　
在
役
之
中
御
窺
申
上
右
京
都
拝
獅
他
頒
江
罷
出
候
儀
相
止
メ
、
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

達
而
よ
り
罷
出
候
者
年
季
相
対
仕
候
候
者
ハ
格
別
、
年
季
相
対
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
七
三
〇
）

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
之
者
ハ
引
戻
シ
候
様
村
方
江
申
付
侯
、
御
他
領
と
相
対
仕
侯
義
も

御
座
候
間
乍
恐
御
聞
済
置
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
宝
暦
十
三
末
年
八
月

馬
路
村
庄
屋

　
　
　
年
寄

　
　
　
肝
煎

小
　
番
庄
屋

同
　
　
肝
煎

玄
隆
ゆ

四
名
ゆ

二
名
＠

文
平
＠

一
名
＠

　
　
　
　
御
役
人
中
様

○
地
頭
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
遣
（
拙
稿
「
立
命
館
経
済
学
」
第
五
巻

第
五
号
参
照
）
、
貢
租
の
重
圧
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
文
書

は
地
頭
よ
り
の
御
用
金
の
加
重
、
下
男
下
女
の
給
銀
の
騰
貴
に
関
す

る
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
奉
公
人
の
給
米
に
関
す
る
村
定

を
二
ニ
ケ
条
掲
げ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
こ
れ
を
割
愛
す
る
。

　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
　
村
方
高
持
百
姓
近
年
困
窮
之
上
已
年
８
両
度
迄
御
地
頭
様
よ
り

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
御
用
金
相
重
り
未
御
返
金
茂
無
御
座
候
二
付
、
高
持
百
姓
借
銀
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
り
依
之
年
々
免
割
等
茂
相
高
、
・
・
、
其
上
下
男
下
女
二
至
迄
給
米
相

増
シ
、
別
而
当
夏
麦
不
作
い
た
し
勿
論
風
雨
二
而
作
方
実
入
之
程



　
　
無
心
元
侯
間
、
高
持
百
姓
相
談
之
上
勘
略
定
書
左
之
通
り

　
一
　
（
以
下
二
ニ
ケ
条
の
定
書
を
略
す
）

　
　
　
明
和
五
子
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
所

　
○
な
お
安
永
五
年
の
「
分
ケ
山
一
件
」
文
書
に
「
馬
路
村
秣
場
、
近

　
来
段
々
開
発
被
仰
付
候
故
、
全
体
秣
無
数
、
大
小
之
百
姓
難
渋
仕
罷

　
在
侯
」
と
あ
っ
て
、
新
田
開
発
に
よ
る
全
般
的
な
肥
料
の
不
足
を
う

　
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
宝
暦
五
、
六
年
の
時
点
に
お
げ
る
完
治
家
の

土
地
経
営
規
模
と
そ
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ

こ
か
ら
地
主
手
作
経
営
の
縮
少
解
体
化
と
か
な
り
広
汎
な
小
作

関
係
の
成
立
し
て
い
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
事
情
を
進
行
せ
し
め
て
行
く
原
因
と
し
て
は
右
註

に
触
れ
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
主
手
作
経
営
の
縮
少
解
体
化
を
進
め
る
原
因

と
し
て
一
つ
は
主
家
た
る
手
作
地
主
よ
り
の
隷
属
的
下
人
の
独

立
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
点
に
も
触
れ
て
、
以
下

す
で
に
手
作
経
営
が
か
な
縮
少
解
体
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

な
お
、
一
町
四
反
五
畝
歩
の
手
作
経
営
を
行
っ
て
い
る
完
治
家

の
こ
の
土
地
経
営
－
主
と
し
て
労
働
過
程
ー
を
っ
ぎ
に
考
察
し

よ
う
。

　
宝
暦
、
六
年
の
「
祝
寿
南
山
中
」
の
所
収
記
録
に
よ
れ
ぱ

「
子
年
、
奴
妃
」
と
し
て
七
人
（
男
三
人
、
女
四
人
）
の
給
米

が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
年
度
に
お
け
る
給
米
例
の
二
、

三
を
掲
げ
る
と
っ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
子
年
　
奴
妃

　
子
正
月
方
利

　
一
　
百
弐
拾
八
匁
八
ト
四
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亦
助
預
リ

　
　
　
利
　
十
六
匁
七
ト
五
リ
　
十
二
月
迄
利
足

　
　
　
〆
百
四
拾
五
匁
五
ト
九
リ
　
　
不
足

　
壱
ケ
年
分

　
一
米
納
弐
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
内
六
斗
六
升
六
合
六
勺
　
月
十
日
宛
休
目
引
之

　
　
残
壱
肩
三
斗
三
升
三
合
四
勺

　
　
　
内
　
弐
斗
　
　
　
　
八
月
十
五
目
山
越
か
し

　
　
残
壱
石
壱
斗
三
升
三
合
四
勺
　
　
　
　
　
　
　
　
給
米
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
七
三
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
吾
）

　
代
七
拾
四
匁
八
ト

〆
弐
百
弐
拾
匁
三
ト
九
厘

（
以
下
略
ス
）

六
十
六
匁
か
へ

　
壱
ケ
年
ト

　
一
　
米
納
壱
肩
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
長
助
給
米

　
　
　
　
代
六
匁
六
ト
　
　
　
木
線
壱
反
染
代
共
か
し

　
　
　
　
米
壱
升
　
　
　
　
か
し

　
一
　
八
拾
八
匁
六
ト
　
　
亥
年
給
米
残
預
リ
利
な
し

　
　
　
　
壱
匁
　
　
　
　
　
池
尻
　
元
や
払

　
　
残
壱
石
四
斗
九
升
　
　
代
九
拾
八
匁
三
ト
四
リ

　
　
　
内
十
四
匁
三
ト
　
　
銭
壱
貫
文
か
し

　
　
差
引
〆
　
百
六
拾
五
匁
四
リ
　
預
リ

　
と
こ
ろ
で
、
宝
暦
六
年
に
お
け
る
完
治
家
の
手
作
地
は
「
奴

（
１
１
）

妃
」
と
記
さ
れ
て
い
る
七
人
（
亦
助
、
長
助
、
新
六
、
は
っ
、
や
っ

く
め
、
す
っ
）
の
労
働
力
を
基
礎
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
完
治
家
の
手
作
地
経
営
に
従
事
し
て
い
る
右
人

数
の
う
ち
、
資
料
的
に
は
す
く
な
く
と
も
亦
助
（
叉
助
と
も
記
さ

　
　
（
〃
）

て
れ
い
る
）
、
長
助
二
人
の
も
の
は
、
先
述
し
た
両
荷
の
「
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
七
三
二
）

来
」
１
１
「
中
間
八
十
三
家
」
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

た
こ
と
に
ま
ず
注
意
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
も
の
に
つ

い
て
は
事
情
充
分
で
は
な
い
が
、
新
六
な
る
も
の
は
単
な
る
年

季
奉
公
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
下
女
の
多
く
は
村

内
の
貧
農
の
家
計
補
充
的
な
年
季
（
あ
る
い
は
半
季
）
奉
公
人
と

し
て
雇
傭
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
げ
る

完
治
家
手
作
地
は
、
両
苗
の
「
家
米
」
Ｈ
「
中
問
」
下
人
と
い

わ
ゆ
る
年
季
奉
公
人
と
の
混
在
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
、
し
か
し
て
、
こ
う
し
た
完
治
家
の
下
に
お

げ
る
下
人
、
奉
公
人
の
う
ち
わ
れ
わ
れ
に
特
に
間
題
と
な
る
の

は
、
「
中
問
」
下
人
亦
助
、
長
助
二
人
の
主
家
完
治
家
と
の
関
係

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
が
ら
、
こ
こ
で
は
こ
の
二
人
の
「
中
問
」

下
人
の
う
ち
長
助
に
閑
し
て
は
彼
の
消
息
充
分
で
な
い
と
い
う

事
情
も
あ
る
が
、
右
給
米
例
に
み
る
ご
と
く
、
長
助
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
主
家
と
の

労
働
関
係
、
す
な
わ
ち
、
「
月
十
〕
宛
休
日
」
と
い
う
労
働
形

態
を
と
っ
て
い
る
亦
（
又
）
助
を
中
心
に
し
て
、
以
下
閉
題
を
進



め
て
行
こ
う
。

　
さ
て
、
右
に
掲
げ
た
給
米
例
か
ら
ま
ず
う
か
が
う
に
、
二
人

の
「
中
問
」
下
人
は
他
の
年
季
奉
公
人
と
同
じ
く
、
支
払
労
働

の
形
態
が
給
米
（
銀
）
契
約
的
な
関
係
に
立
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

は
、
い
ま
右
に
お
い
て
触
れ
た
ご
と
く
、
亦
（
叉
）
助
例
に
お
い

て
は
一
ケ
年
の
う
ち
「
月
十
目
宛
休
日
」
と
い
う
労
働
形
態
で

も
っ
て
、
主
家
の
手
作
地
経
営
の
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
か
か
る
主
家
に
対
す
る
労
働
関
係
は
、
も
は
や
中
世

的
な
隷
属
的
下
人
と
し
て
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
間
題
と
な
る
の
は
亦
（
叉
）
助
の
こ
う

し
た
主
家
に
対
す
る
労
働
関
係
は
、
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る

の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
は
彼
が
主
家
完
治

家
よ
り
若
干
の
田
畑
の
譲
渡
を
う
げ
こ
の
耕
作
に
従
事
し
て
い

た
こ
と
を
ま
ず
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
暦
五
年
「
田

地
名
鑑
」
に
お
い
て
、
同
六
年
七
年
の
両
年
度
に
か
け
完
治
家

が
田
畑
の
譲
渡
を
行
う
ぱ
あ
い
、
朱
で
も
っ
て
加
筆
し
て
い
る

が
、
稀
に
し
か
み
な
い
田
畑
譲
渡
の
朱
記
の
な
か
に
わ
れ
わ
れ

　
　
近
世
郷
士
の
存
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

は
っ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
字
堂
開
地

　
一
同
（
上
田
）
　
分
米
壱
斗
　
同
（
下
作
米
）
　
弐
斗
六
升
六
合

　
字
田
中
前
西
出
水

　
一
上
菜
畑
　
分
米
弐
斗
五
升
　
下
作
米
　
五
斗
五
升

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
（
朱
記
）
　
此
屋
敷
家
来
叉
助
相
望
候
二
付
聞
届
遣
シ
候
、
宝
暦
六
子

　
　
　
　
年
十
二
月
譲
リ
渡
ス
」

　
右
資
料
に
お
い
て
「
家
来
又
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
注
目

せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
家
来
叉
（
亦
）
助
が
主
家
完
治
家
よ
り
高

（
分
米
）
弐
斗
五
升
を
譲
り
う
げ
独
立
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
る

点
に
注
意
を
与
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
宝
暦
六
年
よ
り
八
年
後
の

明
和
二
年
「
反
別
名
寄
帳
」
に
は
、
「
完
治
ト
　
又
助
」
と
の
分

附
形
式
を
も
っ
て
反
別
四
畝
二
六
歩
、
五
斗
七
升
五
合
の
高
を

所
有
し
て
い
る
。
亦
（
叉
）
助
の
「
月
十
日
宛
休
日
」
と
い
う
主

家
と
の
労
働
関
係
の
裏
に
は
、
か
く
の
ご
と
き
事
情
が
存
在
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
い
ま
一
つ
の
事
情
と
し
て

は
主
家
よ
り
若
干
の
小
作
地
を
請
け
い
わ
ゆ
る
下
人
小
作
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
七
三
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
五
暑
）

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
な
く
は
な
い
。
明
和
八
年

の
完
治
家
「
田
地
下
作
之
覚
」
に
は
、
二
筆
「
下
作
米
」
高
二

互
二
斗
三
升
六
合
（
「
此
納
」
一
石
九
斗
四
升
六
合
六
勺
）
を
請
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

「
下
作
人
」
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
亦

一
叉
）
助
の
主
家
に
対
す
る
労
働
関
係
に
っ
い
て
、
そ
の
事
情
を

一
応
あ
き
ら
か
な
ら
し
め
て
き
た
が
、
こ
こ
に
す
こ
し
く
注
意

を
与
え
て
お
き
た
い
の
は
一
右
の
明
和
二
年
の
高
所
持
お
よ
び

同
八
年
の
「
下
作
人
」
と
し
て
の
亦
（
叉
）
助
は
、
宝
暦
九
年
以

降
「
給
米
覚
」
の
な
か
か
ら
名
前
が
消
え
、
も
は
や
主
家
の
手

作
地
経
営
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
給
米
（
銀
）
契
約
的
関

係
に
立
つ
労
働
参
加
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
宝
暦
九
年
以
降
の
亦
一
又
一
助
は
、
主
家
完
治
家

と
の
隷
属
関
係
か
ら
さ
ら
に
解
放
さ
れ
、
経
済
的
に
独
立
し
て

行
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
宝
暦
六

年
の
先
出
の
記
録
に
「
家
来
叉
助
」
と
あ
る
の
に
注
意
せ
ら
れ

た
が
、
い
ま
述
べ
た
こ
の
よ
う
な
事
情
の
な
か
に
、
完
治
家
乃

至
両
苗
の
い
わ
ゆ
る
「
家
来
筋
」
え
と
変
っ
て
行
っ
た
と
田
心
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
七
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

れ
る
理
由
の
一
端
と
そ
の
時
期
が
推
察
さ
れ
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
叙
述
の
な
か
か
ら
完
治
家
の
「
家
来
」

１
１
「
中
問
」
下
人
の
独
立
化
し
て
行
く
時
期
に
つ
い
て
一
応
の

推
察
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
て
お
い
た
完
治
家
手
作

地
の
縮
少
解
体
化
の
一
つ
の
原
因
、
あ
る
い
は
そ
の
時
期
と
の

関
連
に
お
い
て
、
い
ま
す
こ
し
く
右
の
問
題
を
明
確
に
し
て
お

こ
う
。

　
こ
の
点
明
和
二
年
の
「
反
別
名
寄
帳
」
に
お
い
て
亦
一
叉
）
助

以
外
な
お
三
名
の
分
附
記
載
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
三
名
の

（
１
６
）

う
ち
、
資
料
的
に
あ
き
ら
か
に
な
し
う
る
藤
内
な
る
も
の
に
つ

い
て
み
れ
ぱ
一
層
明
確
に
な
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
た
く
こ
の
藤

内
な
る
も
の
は
両
荷
の
「
家
来
」
１
１
「
中
問
八
十
三
家
」
の
一

　
　
（
１
７
）

員
で
あ
り
、
完
治
家
に
隷
属
す
る
「
中
間
」
下
人
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
明
和
二
年
の
右
「
名
寄
帳
」
で
は
「
完
治
ト
藤
内
」

と
し
て
反
別
五
反
二
畝
一
八
歩
、
六
石
五
斗
六
升
の
高
を
所
持

す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
彼
の
こ
う
し
た
所
持
石
高

は
主
と
し
て
寛
延
か
ら
宝
暦
に
か
げ
主
家
か
ら
譲
り
う
け
た
も



の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
「
午
年
藤
内

へ
相
渡
候
田
地
之
覚
」
に
よ
れ
ぱ
四
筆
高
〆
三
石
六
斗
三
升
、

さ
ら
に
宝
暦
二
一
年
（
一
七
六
二
）
「
午
十
一
月
　
田
畑
譲
渡
勘
定

帳
」
に
記
載
の
「
内
藤
内
」
の
分
に
よ
れ
ぱ
三
筆
高
〆
一
石
一

斗
二
升
、
こ
の
合
計
高
四
石
七
斗
五
升
を
主
家
完
治
家
’
り
譲

り
う
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し

て
、
完
治
家
に
隷
属
せ
る
「
家
来
」
１
－
「
中
間
」
下
人
の
独
立

化
が
、
主
と
し
て
宝
暦
年
代
に
行
わ
れ
た
と
の
推
察
を
以
上
に

お
い
て
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
両
苗
の
一
人
人
見
完
治
家
の
土
地
経
営

規
模
と
そ
の
形
態
を
述
べ
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
こ
こ
で
は
主
と

し
て
完
治
家
の
手
作
地
経
営
に
お
げ
る
「
家
来
」
Ｈ
「
中
間
」

下
人
の
存
在
と
、
彼
等
の
主
家
に
対
す
る
労
働
関
係
お
よ
び
彼

等
が
主
家
よ
り
独
立
化
し
て
行
く
時
期
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
が
、
最
後
に
完
治
家
の
土
地
経
営
事
情
の
そ
の
内
容
と

し
て
、
小
作
関
係
の
間
題
に
つ
い
て
以
下
す
こ
し
く
触
れ
て
お

き
た
い
。

　
　
近
世
郷
士
の
在
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

　
す
で
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
完
治
家
の
土
地

経
螢
形
態
と
し
て
、
宝
暦
五
六
年
の
時
点
に
お
い
て
は
、
手
作

地
約
二
四
％
に
対
し
て
、
小
作
地
約
七
六
％
と
い
う
。
す
で
に

か
な
り
広
汎
な
小
作
関
係
の
成
立
し
て
い
る
事
情
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
小
作
関
係
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る

べ
き
資
料
は
た
だ
明
和
八
年
の
「
田
地
下
作
之
覚
」
の
み
し
か

存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
こ
の
「
覚
」
を
中
心
に
簡
単
に

の
べ
て
行
こ
う
。

　
と
こ
ろ
で
先
に
完
治
家
の
「
中
間
」
下
人
で
あ
っ
た
亦
（
叉
）

助
が
、
二
筆
「
下
作
米
」
高
二
石
三
斗
三
升
六
合
一
「
此
納
」
一

肩
九
斗
四
升
六
合
六
勺
）
を
請
け
「
下
作
人
」
と
し
て
存
在
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
そ
の
資
料
を
示
し
て
お
く
と

っ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
「
字
細
道

　
一
下
作
米
弐
石
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
作
人
出
水
亦
助

　
　
　
此
納
壱
石
九
斗
壱
升
六
合
六
勺

　
　
字
出
水
前
菜
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
七
三
五
）



　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
五
暑
）

一
同
三
升
六
合

　
此
納
三
升

　
内

　
米
七
斗
壱
升
六
合
六
勺
　
干
損
二
付
当
免
引
但
廿
五
束
五
合
付

　
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
十
月
十
二
日
郷
蔵
納

　
米
七
斗
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
郷
蔵
納

　
米
三
升
　
　
　
　
　
　
十
二
月
廿
五
日
内
へ
納

　
〆
壱
石
九
斗
四
升
六
合
六
勺

右
之
通
受
取
相
済
Ｌ

　
と
こ
ろ
で
右
の
資
料
に
お
い
て
注
意
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の

は
、
　
「
下
作
米
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
作
料
の
基
準

と
な
る
べ
き
田
地
一
筆
当
り
の
実
収
予
想
高
を
示
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
小
作
料
そ
の
も
の
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、

「
此
納
」
と
あ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
規
定
小
作
料
で
あ
る
。
こ

の
点
は
右
の
資
料
に
お
い
て
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

て
、
亦
又
助
の
ぱ
あ
い
の
「
此
納
」
す
な
わ
ち
、
規
定
小
作
料

は
「
下
作
米
」
高
の
約
八
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
明
和
八
年
に

お
け
る
完
治
家
の
一
筆
当
り
「
下
作
米
」
高
の
合
計
は
七
二
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
七
三
六
）

一
斗
余
で
あ
り
、
　
「
此
納
」
す
な
わ
ち
一
筆
当
り
規
定
小
作
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

の
合
計
高
は
五
五
石
七
斗
余
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
下
作
米
」

高
の
約
七
七
％
に
当
り
、
「
下
作
米
」
高
は
最
高
の
実
収
予
想
高

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
比
率
は
、
高
率
な
小
作
料
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
っ
ぎ
に
右
「
田
地
下
作

之
覚
」
に
現
わ
れ
る
「
下
作
人
」
は
三
四
人
を
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
下
作
人
」
の
う

ち
す
く
な
く
と
も
一
五
人
の
も
の
は
、
「
馬
路
村
仲
間
八
拾
三

人
名
前
之
覚
」
（
人
見
完
治
記
「
古
証
之
写
」
）
に
現
わ
れ
て
い
る

点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
一
五
人
の
も
の
全
部
が

完
治
家
所
属
の
「
中
問
」
で
あ
っ
た
の
で
は
勿
論
な
く
、
他
の

両
荷
所
属
の
「
中
問
」
に
よ
る
「
下
作
人
」
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
完
治
家
の
小
作
地
は
三
四
人
の
う
ち
す

く
な
く
と
も
一
五
人
は
「
中
間
」
小
作
人
で
あ
り
、
そ
の
残
り

一
九
人
は
白
村
（
一
七
人
）
お
よ
び
近
村
（
二
人
）
よ
り
の
普
通
小

作
人
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
中
問
」
小
作
人
と
普
通
小
作
人

と
の
混
在
に
よ
っ
て
小
作
地
の
経
螢
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で



あ
る
。

　
註
（
４
）
、
（
６
）
、
（
８
）
馬
路
町
白
治
会
所
蔵
文
書

　
　
（
５
）
京
都
府
庁
所
蔵
丈
書
「
明
治
以
前
民
政
資
料
調
査
」
に
よ
れ

　
　
　
　
ば
、
杉
浦
出
雲
守
支
配
地
に
お
け
る
農
民
の
階
層
附
げ
を
っ

　
　
　
　
ぎ
の
よ
・
）
に
行
っ
で
、
い
る
。

　
　
　
　
上
農
（
名
主
或
は
郷
士
な
ど
の
由
緒
筋
目
連
綿
た
る
者
）
、

　
　
　
　
中
農
（
古
来
よ
り
の
草
分
百
姓
）
、
下
農
（
一
般
の
農
民
）

　
　
（
７
）
人
見
完
治
（
駿
）
記
「
古
証
之
写
」
、
所
収

　
　
（
９
）
関
順
也
氏
「
近
世
前
期
に
を
け
る
大
堰
川
筋
農
村
の
構
造
」

　
　
　
　
丹
波
史
談
、
記
念
特
輯
苦
、
昭
和
二
十
万
年
十
二
月
、
参
照

　
　
（
１
０
）
「
祝
寿
南
山
中
」
宝
暦
六
年
、
所
収

　
　
（
ｕ
）
こ
こ
に
「
奴
妃
」
と
お
る
の
は
、
そ
の
言
葉
の
内
容
と
し
て

　
　
　
　
中
世
的
な
隷
属
的
下
人
を
想
像
せ
し
め
る
が
、
完
治
家
の
「
中

　
　
　
　
間
」
下
人
を
除
い
た
他
の
大
部
分
に
っ
い
て
は
、
そ
の
言
葉

　
　
　
　
は
必
ず
し
も
適
含
す
る
も
の
で
な
い
。
こ
・
）
し
た
点
か
ら

　
　
　
　
「
奴
妃
給
米
覚
」
は
「
奉
公
人
給
米
覚
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
も
の
で
お
る
。

　
　
（
１
２
）
「
又
助
」
は
「
亦
助
」
と
同
一
人
で
お
る
。
宝
暦
六
年
「
奴

　
　
　
　
妃
」
給
米
覚
に
は
「
亦
助
」
、
同
七
年
に
は
「
叉
助
」
、
同
八

　
　
　
近
世
郷
士
の
在
在
形
態
（
上
）
（
岡
本
）

　
　
年
に
は
「
亦
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
３
）
、
（
１
７
）
「
馬
路
村
仲
間
八
拾
三
人
名
前
之
覚
」
（
人
見
完
治
記

　
　
「
古
証
之
写
」
所
収
）
、
但
し
こ
の
「
覚
」
で
は
長
助
は
伜
源

　
　
六
に
代
っ
て
い
る
。

（
１
４
）
「
反
別
毛
附
帳
」
（
明
和
八
年
「
天
福
皆
来
中
」
所
収
）

（
１
５
）
「
家
来
筋
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
文
政
五
年
「
両
名
家
来

　
　
筋
相
手
二
相
成
侯
者
名
前
」
を
参
照
、
こ
こ
で
は
「
家
来
筋
」

　
　
「
出
入
」
の
二
つ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
両
者
の

　
　
性
格
の
区
別
お
る
い
は
両
苗
と
の
隷
属
関
係
な
ど
に
つ
い
て

　
　
は
充
分
あ
き
ら
か
で
な
い
が
後
に
述
べ
る
機
会
が
お
ろ
う
。

（
１
６
）
明
和
二
年
「
反
別
名
箭
帳
」
の
完
治
分
附
記
載
者
四
名
の
う

　
　
ち
外
二
名
は
源
七
（
高
八
升
五
勺
）
叉
介
（
高
三
斗
五
升
）

　
　
で
お
る
。
但
し
「
又
介
」
は
「
叉
助
」
と
同
一
人
で
あ
る
や

　
　
も
知
れ
な
い
が
、
明
確
で
な
い
の
て
一
応
別
人
と
た
し
た
点

　
　
お
こ
と
わ
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
１
８
）
明
和
八
年
の
規
定
小
作
料
斤
九
石
七
斗
余
を
宝
暦
人
年
の
小

　
　
作
料
約
八
八
石
人
斗
と
比
す
れ
ば
、
こ
の
間
か
な
り
の
減
少

　
　
が
搾
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
完
治
家
の
所
有
地
（
但
し

　
　
明
和
八
年
の
所
有
面
積
は
不
明
）
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
七
三
九
）
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で
あ
っ
て
、
こ
の
減
少
理
由
は
凡
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
求

　
　
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
暦
一
二
年
「
祝
寿
南
山
中
」
の

　
　
所
収
記
録
に
宝
暦
一
二
年
よ
り
同
二
二
年
に
か
け
て
「
身
上

　
　
及
沽
却
、
田
地
家
財
を
以
借
銀
返
済
申
候
」
と
あ
る
こ
と
に

　
　
よ
っ
て
完
治
家
の
経
済
的
困
難
に
よ
る
所
有
地
の
減
少
が
ま

　
　
ず
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
宝
暦
一
二
年
に
お
け
る
弟
団
治
郎

　
　
（
八
反
九
畝
五
歩
、
高
一
〇
石
七
斗
一
升
九
合
五
勺
）
の
分
家

　
創
出
、
さ
ら
に
は
本
文
に
み
た
よ
う
な
完
治
家
「
中
間
」
下

　
　
人
の
高
譲
渡
に
よ
る
独
立
化
そ
の
他
た
ど
に
因
る
も
の
で
あ

　
　
ろ
・
）
。

（
１
９
）
小
作
料
に
関
し
て
、
慶
応
四
年
「
村
明
細
帳
」
で
は
、
馬

　
路
村
の
反
当
収
量
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
田
畑
下
作
当
テ
米
、

　
　
壱
反
二
付
壱
石
六
斗
汐
弐
肩
迄
、
尤
上
中
下
二
而
高
下
御
座

　
候
」
と
あ
る
。

一
三
〇
　
（
七
三
八
〉


